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市
長
ダ
イ
ア
リ
ー

16
日（
水
）　
▽
定
例
記
者
会
見（
本
庁
舎
）

18
日（
金
）　
▽
秋
田
県
市
長
会
定
例
会（
よ
こ
て
シ
ャ
イ
ニ
ー
パ
レ
ス
）

19
日（
土
）　
▽
北
秋
田
市
鷹
巣
婦
人
会
総
会（
市
民
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
）

21
日（
月
）　
▽
北
秋
田
地
区
更
生
保
護
女
性
会
創
立
60
周
年
記
念
式
典（
市
民
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
）

23
日（
水
）　
▽
市
議
会
第
１
回
臨
時
会（
議
事
堂
）

25
日（
金
）　
▽
職
業
訓
練
協
会
修
了
式・R
7
入
校
式（
第
二
庁
舎
）

　
　
　
　
　
▽
定
例
部
長
会
議（
本
庁
舎
）

26
日（
土
）　
▽
く
ま
く
ま
園
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー（
く
ま
く
ま
園
）

28
日（
月
）　
▽
秋
田
県
庁
挨
拶
ま
わ
り（
秋
田
県
庁
）

　
　
　
　
　
▽
秋
田
国
道
協
議
会
通
常
総
会・意
見
交
換
会・情
報
交
換
会（
秋
田
キ
ャ
ッ
ス
ル

　
　
　
　
　
　
ホ
テ
ル
）

１
日（
木
）　
▽
新
規
採
用
職
員
辞
令
交
付
式（
本
庁
舎
）

　
　
　
　
　
▽
地
域
お
こ
し
協
力
隊
委
嘱
状
交
付
式（
本
庁
舎
）

　
　
　
　
　
▽
鷹
巣
牧
場 

入
牧
式・安
全
祈
願
祭（
鷹
巣
牧
場
）　

２
日（
金
）　
▽
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
設
置・運
営
等
に
関
す
る
協
定 

締
結
式（
本
庁
舎
）

７
日（
水
）　
▽
秋
田
県
ス
ポ
ー
ツ
賞
栄
誉
賞
受
賞
報
告（
本
庁
舎
）

８
日（
木
）　
▽
北
秋
田
市
文
化
会
館
運
営
委
員
会（
文
化
会
館
）

９
日（
金
）　
▽
森
吉
山
野
生
鳥
獣
セ
ン
タ
ー
運
営
協
議
会
総
会（
本
庁
舎
）

14
日（
水
）　
▽
道
路
整
備
促
進
期
成
同
盟
会
全
国
協
議
会「
第
46
回
通
常
総
会
」お
よ
び「
命
と
暮

　
　
　
　
　
　
ら
し
を
守
る
道
づ
く
り
全
国
大
会
」・要
望
活
動（
東
京
都
）

15
日（
木
）　
▽
第
186
回
東
北
市
長
会
総
会（
盛
岡
市
）

◆ 

４
月
16
日 

〜 

５
月
15
日

大　先　輩

秋
田
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て

４
月
に
着
任
し
た
、
阿
仁
比
立
内
出
身
の
松

橋
翔
（
か
け
る
）
で
す
。

　
大
学
卒
業
後
、
２
年
間
北
秋
田
市
内
で
教

師
と
し
て
子
供
た
ち
と
接
す
る
中
で
、
一
度

県
外
に
出
て
改
め
て
地
元
の
魅
力
を
深
掘
り

し
よ
う
と
考
え
ま
し
た
。
東
京
と
岩
手
で
過

ご
し
、
北
秋
田
の
豊
か
な
自
然
と
、
そ
の
自

然
を
活
用
し
た
暮
ら
し
、
そ
こ
に
根
付
い
た

文
化
や
伝
統
こ
そ
が
北
秋
田
の
魅
力
だ
と
自

分
な
り
の
答
え
を
見
い
だ
し
、
４
年
ぶ
り
に

故
郷
の
土
を
踏
み
し
め
ま
し
た
。

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て（
一
社
）北
秋

田
ま
ち
づ
く
り
観
光
協
会
に
所
属
し
、
北
秋

田
市
の
観
光
振
興
に
関
わ
る
仕
事
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。
そ
の
一
つ
が
北
秋
田
市
の
様
々
な
魅

力
を
体
感
で
き
る
「
体
験
型
商
品
」
の
開
発
で
す
。

北
秋
田
市
の
魅
力
を
熟
知
し
て
い
る
市
民
の
皆
様

か
ら
、
体
験
型
商
品
開
発
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
集
め

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
地
元
自
慢
、
た
く
さ

ん
教
え
て
く
だ
さ
い
！

　
そ
の
他
に
も
、
旅
行
業
の
資
格
を
活
か
し
て
宿

泊
型
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ツ
ア
ー
を
造
成
し
た
り
、
前

職
で
身
に
つ
け
た
ジ
ビ
エ
解
体
技
術
を
活
用
し
た

体
験
教
室
な
ど
、
地
元
を
離
れ
て
い
る
間
ず
っ
と

温
め
て
き
た
「
北
秋
田
で
や
り
た
い
」
と
い
う
夢

を
形
に
し
て
、
北
秋
田
の
魅
力
を
た
く
さ
ん
伝
え

て
い
け
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

      

北
秋
田
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊

　
　
　
　

 

松
橋　

翔
（
か
け
る
） 

隊
員

災防災かわら版
第29回 暑い季節は熱中症にご注意を！

　軽　症：「めまい」「立ちくらみ」「筋肉痛」「汗が止まらない」
　中等症：「頭痛」「吐き気」「体がだるい」
　重　症：「意識がない」「けいれん」「高い体温」「まっすぐに歩けない」など

■ 熱中症とは

　・涼しい場所で、衣服を緩める　・首筋や脇の下、足の付け根などを保冷剤で冷やす
　・ぬれタオルを当てる、うちわであおぐなどして、体を冷やす　・水分と塩分を補給する
　・意識がないなど症状が重いときは、すぐ救急車を呼ぶ！

　　総務課危機管理係 ☎62‐6602問

■ 有効な対処方法

■ 熱中症警戒アラートに注意！
　危険な暑さが見込まれ、熱中症による健康被害のおそれがあるときは、国から「熱中症（特別）警戒アラー
ト」が発表されます。
【熱中症アラートが発表されたら】
　１．どうしても急ぐ用事がある場合以外は、外出を控えましょう。
　２．部屋の中や夜間でもエアコンなどを使用し、涼しい環境で過ごしましょう。
　３．のどが渇く前にこまめに水分を補給しましょう。（１日あたり1.2リットルが目安）

　昨年度、秋田県では518人が熱中症で救急搬送され、うち６割の方が高齢者でした。
　６月初旬頃からは熱中症に特に注意が必要です。暑さが厳しくなるこれからの季節、しっかり対策をとり、
熱中症を予防しましょう。

　熱中症とは、高温多湿な環境に長時間いることで、体温調節機能がうまく働かなくなり、体内に熱がこもっ
た状態のことです。室内で何もしていないときや夜間でも発症し、救急搬送されたり、場合によっては死亡し
たりすることもあります。

ご紹介

　今回は、４月５日に私が出演したＢＳテレビ東京の
「ワタシが日本に住む理由」で高橋克典さんと触れさ
せていただいた話題にしました。アドルフ・メッゲル
さんは、今年から数えてちょうど150年前の明治12
年から北秋田エリアに初めてやってきた外国人となる
かもしれません。阿仁にたった３年間だけいてくだ
さったようですが、メッゲルさんが残した近代技術が
昭和62年の鉱山休山までの100年以上も生かされて
いました。阿仁のために働いて、どのような思いをし
ていたでしょう？ 冬の雪深さ、夏の蒸し暑さは大丈
夫だったでしょうか？ 食べ物は口に合ったでしょうか？
　その休山のあたりに生まれた私が、引き継いで北秋
田市のために働くことになりました。今年で15年に

なりますが、市民にずっと優しくしていただいている
おかげで心地よく暮らせています。メッゲルさんも同
じ気持ちだったといいですね！
　今回の写真は、メッゲルさんが住んでいた異人館の
後ろに内陸線観光列車「笑 EMI」が写っています。

これからよろしくお願いします！これからよろしくお願いします！

北


